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添付書類(別 添 び)とお り〉

懸 1鎖 収書等の写し

α 2監 査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る、〉

籔 3政 治資金監査報皆書(国 会議員関係政治繊体に限る.〉
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薫. 監査の概要

〈1) 私は、政治資金規正法(以 下 ε法」 という、)第19条 の13条1項 の規定に基づ き、おおさ力維 薪の

会参議院集鷹県選挙区第1支 部の単成2ア 駕12薄12舞 か ら平戒27年12月31費 までの法第

12条1項 に規定する牧支報籍書弦びに楽該収支報轡書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、韻収書等

を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出翼的書 伎 出の縁的が記載された

擬 明繕 の乳 を触 。以稠 じ〉について、支出燗 する瑞 資鑑 査を行った.

(2) この政治資金監査は、法第19条 の 三3第2項 に定めるところにより政治資金適正化委員会が定める

敏 治資金監査に開する具体的指針」(以 下 敬 治資金監査マ凱ユアル」 とい う。)に基づき行った。

(3> 私の費任は、外部盤を有する第三者として、圏会議員閣係致溶鐡体の会誹費任者の作戒又は徴敢した収

支報欝書並びに当該取支報告書に係る会計帳簿、明細書、領敬書等、領眼書を徴し難かった支出の明細

書、振込明細書及び帳込明綱書に係る支出鑓的書について、政治資金監査マ瓜謀アルに基づき政治資金

監査を行った結果を報告することにある.

(4) この政治資金監査は、おおさ力継 新の会参議院兵罐娯選挙区第王支郡の童たる事務所において行った。

2.監 査の結集

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下の とお 箏である。

〈1> 法第 三9条 の13条2項1号 に規定する事項にく)いて、会計緩簿が保存 されていた。

なお、敬治資金監査の対象期間においては、おおさゐ維新の会参議院兵鷹県選挙賦第ユ支部に係る支

鵡はなく、明細書、領駁書等、領収書を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係

る支出臼的書は存在 しなかった。

(2) 法第19条 のユ3条2項2号 に規定する事項について、会計帳簿には、当該国会議員関係政治囲体に

孫るその年に係る支出の状況が記載され、かつ、当該圏会議員関連照体の会計責任脅が当該会計緩簿

を備 えていた,、

(3) 法第19条 の13粂2項3号 に規定する事項について、法第12条 第 薫項に規定する収支報岱書は、

会讃帳簿に基づいて支出の状況が蓑示されていた1、

(4) 法第19条 の13条2項4号 に規定する事項 にく)いて、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等は、

存往しなか った、

3.業 務 隷搬

おおさ力維新の会参議院兵鷹県選挙区第1支 部と私との聞には、法第19粂 の13第5項 の規定に違茂する

事寅はない.

ま た 、おおさ力纈 の会参議院兵鷹県選挙区第1支 部の業務を補助した使絹入その他の従業者との間におい

ても織様である、

以 ま二


